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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハードディスクに対して情報の記録／再生を行うハードディスク記録再生装置において
、
　テレビ番組の放送日付を表示する日付項目、放送時刻を表示する時刻項目、チャンネル
を表示するチャンネル項目、ドラマのタイトルを表示するドラマタイトル項目、およびジ
ャンルを表示するジャンル項目以外に、連続ドラマ仕分け項目、連続ドラマ仕分け機能を
オン／オフするオン／オフ項目、および連続ドラマは第何話であるかの数字情報を示す数
字情報項目を追加した電子番組表をディスプレイ装置に表示させる電子番組表表示手段と
、
　前記電子番組表に示された前記オン／オフ項目のオンが選択されて連続ドラマ仕分け機
能がオンされ、当該連続ドラマは第何話であるかの数字情報が前記数字情報項目に入力さ
れ、当該連続ドラマが記録された後、または前記連続ドラマ仕分け機能がオフのまま、当
該テレビ番組が記録された後、前記連続ドラマ仕分け機能で取られたファイルが有るか否
かを判定するファイル有無判定手段と、
　前記ファイルが無いと判定された場合に、当該テレビ番組をジャンル分けで仕分けする
ジャンル分け仕分け手段と、
　前記ファイルが有ると判定された場合に、当該ドラマは以前に連続ドラマ仕分け機能で
取られたドラマであるか否かを判定するドラマ判定手段と、
　当該ドラマは以前に連続ドラマ仕分け機能で取られたドラマであると判定された場合に
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、当該ドラマはメモリに格納されている連続ドラマの第何話であるかの数字情報を示す前
記数字情報項目の数字情報をインクリメントして更新する第１の数字情報項目更新手段と
、
　前記第何話であるかを最新の名前にしてドラマ名の付いたフォルダに当該ドラマのファ
イルを格納する第１のフォルダ格納手段と、
　当該ドラマは以前に連続ドラマ仕分け機能で取られたドラマでないと前記ドラマ判定手
段により判定された場合に、当該ドラマはメモリに格納されている連続ドラマの第何話で
あるかの数字情報を示す前記数字情報項目の数字情報をインクリメントして更新する第２
の数字情報項目更新手段と、
　この第２の数字情報項目更新手段により第何話であるかの数字情報が更新された後、同
一ドラマタイトルのフォルダが有るか否かを判定するフォルダ有無判定手段と、
　前記同一ドラマタイトルのフォルダが有ると判定された場合に、フォルダを作成せずに
第何話であるかの数字情報を付けて前記同一ドラマタイトルのフォルダに当該ドラマのフ
ァイルを格納する第２のフォルダ格納手段と、
　前記同一ドラマタイトルのフォルダが無いと判定された場合に、フォルダを作成して第
何話であるかの数字情報を付けて前記作成したフォルダに当該ドラマのファイルを格納す
る第３のフォルダ格納手段と
を有し、
　また、毎週予約記録する場合は、予約時にメモリに予め記憶された同じ曜日と同じチャ
ンネルと放送時刻の情報に従って当該番組の記録を開始させる予約記録開始手段
を有する制御部を備えたことを特徴とするハードディスク記録再生装置。
【請求項２】
　ハードディスクに対して情報の記録／再生を行うハードディスク記録再生装置において
、
　テレビ番組の放送日付を表示する日付項目、放送時刻を表示する時刻項目、チャンネル
を表示するチャンネル項目、ドラマのタイトルを表示するドラマタイトル項目、およびジ
ャンルを表示するジャンル項目以外に、連続ドラマ仕分け項目、連続ドラマ仕分け機能を
オン／オフするオン／オフ項目、および連続ドラマは第何話であるかの数字情報を示す数
字情報項目を追加した電子番組表をディスプレイ装置に表示させる電子番組表表示手段と
、
　前記電子番組表に示された前記オン／オフ項目のオンが選択されて連続ドラマ仕分け機
能がオンされ、当該連続ドラマは第何話であるかの数字情報が前記数字情報項目に入力さ
れ、当該連続ドラマが記録された後、または前記連続ドラマ仕分け機能がオフのまま、当
該テレビ番組が記録された後、前記連続ドラマ仕分け機能で取られたファイルが有るか否
かを判定するファイル有無判定手段と、
　前記ファイルが無いと判定された場合に、当該テレビ番組をジャンル分けで仕分けする
ジャンル分け仕分け手段と、
　前記ファイルが有ると判定された場合に、当該ドラマは以前に連続ドラマ仕分け機能で
取られたドラマであるか否かを判定するドラマ判定手段と、
　当該ドラマは以前に連続ドラマ仕分け機能で取られたドラマであると判定された場合に
、当該ドラマはメモリに格納されている連続ドラマの第何話であるかの数字情報を示す前
記数字情報項目の数字情報をインクリメントして更新する第１の数字情報項目更新手段と
、
　前記第何話であるかを最新の名前にしてドラマ名の付いたフォルダに当該ドラマのファ
イルを格納する第１のフォルダ格納手段と、
　当該ドラマは以前に連続ドラマ仕分け機能で取られたドラマでないと前記ドラマ判定手
段により判定された場合に、当該ドラマはメモリに格納されている連続ドラマの第何話で
あるかの数字情報を示す前記数字情報項目の数字情報をインクリメントして更新する第２
の数字情報項目更新手段と、
　この第２の数字情報項目更新手段により第何話であるかの数字情報が更新された後、同
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一ドラマタイトルのフォルダが有るか否かを判定するフォルダ有無判定手段と、
　前記同一ドラマタイトルのフォルダが有ると判定された場合に、フォルダを作成せずに
第何話であるかの数字情報を付けて前記同一ドラマタイトルのフォルダに当該ドラマのフ
ァイルを格納する第２のフォルダ格納手段と、
　前記同一ドラマタイトルのフォルダが無いと判定された場合に、フォルダを作成して第
何話であるかの数字情報を付けて前記作成したフォルダに当該ドラマのファイルを格納す
る第３のフォルダ格納手段と
を有する制御部を備えたことを特徴とするハードディスク記録再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハードディスクに対して情報の記録／再生を行うハードディスク記録再生装
置に関し、特に、連続ドラマの仕分け機能を有するハードディスク記録再生装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　近年、テレビ番組などを記録するのに、大量の情報を記録できるハードディスクが普及
している。ハードディスクに対する情報の記録／再生は、一般にハードディスクレコーダ
と呼ばれているハードディスク記録再生装置によって行われ、ハードディスクに色々なテ
レビ番組が多く記録された後、ユーザが所望するテレビ番組を再生する際に、テレビ受信
機のディスプレイ装置に表示された再生メニュー画面に多くの番組タイトルなどが表示さ
れるため、その中から所望する番組を選択する必要がある。なお、ここで言う記録は、一
般に録画と言われるものである。
【０００３】
　また、放送されるテレビ番組には、毎日または毎週というように、一定期間毎に放送さ
れるシリーズ化された番組も多く、ユーザは、このようなシリーズ化された番組をハード
ディスク記録再生装置に対してシリーズ記録予約（シリーズ録画予約）することによって
順次記録できるようになっている。しかしながら、このようなシリーズ記録予約によって
記録された番組を再生する場合、前記再生メニュー画面に記録されている番組の一覧を表
示し、その中から所望するシリーズの番組を探し出して選択し、再生する必要があった。
【０００４】
　この場合、シリーズ記録予約によって、そのシリーズの番組は順次記録できるが、再生
メニュー画面には、記録された順番に番組メニューが表示されるため、例えば、連続ドラ
マＡの第１話、連続ドラマＢの第１話、連続ドラマＡの第２話というように表示された場
合、ユーザが連続ドラマＡの第１話と第２話を視聴したい場合、その再生メニュー画面か
ら、飛び飛びに表示されている連続ドラマＡの第１話と第２話とを個別に選択する必要が
あり、選択操作が煩わしかった。
【特許文献１】実登３０８８６７号公報
【特許文献２】特開２００１－１９７４１１号公報
【特許文献３】特開２００２－８４４８１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　そこで、従来のハードディスク記録再生装置では、前記のような選択操作を避けるため
、ジャンル仕分けや記録予約（録画予約）する際に、ユーザ自身が、ジャンル別に記録し
たファイルを格納する格納フォルダ先を決めて、そのフォルダにドラマタイトルの名前を
付けたり、同じドラマを同じフォルダに仕分けしていたが、このような仕分け作業はキー
操作が多く、面倒であると言う課題があった。
【０００６】
　なお、特許文献１の従来技術では、制御部は、シリーズ化された映像データの録画予約
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が選択されたとき、その映像データにシリーズ番号とシリーズ中の巻回目の放送かを示す
シリーズ連番とを付与し、このシリーズ番号とシリーズ連番とを、その録画予約された映
像データの目次情報と関連付けたシリーズ情報を作成して第２メモリ部に記憶し、また、
シリーズ化された映像データの再生時、第２メモリ部に記憶されているシリーズ情報を読
み出してモニタに表示し、表示されたシリーズ情報から再生を希望するシリーズ番号のみ
が選択された場合には、そのシリーズ番号に含まれるシリーズ連番に関連付けられている
目次情報に基づいてＨＤＤから該当するシリーズ番号の映像データをシリーズ連番順に再
生するようになっている。
【０００７】
　要するに、この従来技術は、記憶媒体にシリーズ情報を記憶して映像データの管理を行
っているが、フォルダについては開示されていなく、また、ジャンル仕分けや記録予約（
録画予約）する際に、ユーザ自身が、ジャンル別に記録したファイルを格納する格納フォ
ルダ先を決めて、そのフォルダにドラマタイトルの名前を付けたり、同じドラマを同じフ
ォルダに仕分けするような仕分け作業については、開示されていない。
【０００８】
　特許文献２の従来技術では、録画予約された番組がシリーズ番組であるか否かを検出し
、シリーズ番組であることが検出された場合、当該シリーズ番組を前回録画した記録媒体
と同一の記録媒体に対して予約された番組が録画されようとしているか否かが判断され、
その結果がユーザに報知されるようになっている。このように、この従来技術は、シリー
ズ番組を同一記録媒体に録画しているが、この従来技術もフォルダについては開示されて
いなく、また、ジャンル仕分けや録画予約する際に、ユーザ自身が、ジャンル別にテレビ
録画したファイルを格納する格納フォルダ先を決めて、そのフォルダにドラマタイトルの
名前を付けたり、同じドラマを同じフォルダに仕分けするような仕分け作業については、
開示されていない。
【０００９】
　特許文献３の従来技術では、月単位、週単位または日単位に放映される第１～第ｎ話に
係る連続放送番組をタイマー録画する場合に、固定ディスク駆動装置を制御する制御装置
を備え、この連続放送番組の次回第ｉ話を予約モードに基いて録画するようにしたもので
ある。そして、この従来技術は、連続放送番組をプログラムファイルにてファイル管理を
行っているが、フォルダについては開示されていなく、また、ジャンル仕分けや録画予約
する際に、ユーザ自身が、ジャンル別にテレビ録画したファイルを格納する格納フォルダ
先を決めて、そのフォルダにドラマタイトルの名前を付けたり、同じドラマのファイルを
同じフォルダに仕分けするような仕分け作業については、開示されていない。
【００１０】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、同じドラマのファイル
を同じフォルダに仕分ける作業を自動的に行える機能を有するハードディスクレコーダを
提供することを目的とする。即ち、ハードディスク記録再生装置には、従来から、ジャン
ル別にテレビ番組を記録したファイルを仕分けする機能が付いているが、ジャンル別に区
別しただけでは、ドラマのように同じジャンルフォルダにバラバラの番組が格納されて、
収集がつかない状態になるが、連続ドラマのように何話も続いて放送される番組に関して
新しいファイル分けを目指したハードディスク記録再生装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明のハードディスク記録再生装置は、テレビ番組の放
送日付を表示する日付項目、放送時刻を表示する時刻項目、チャンネルを表示するチャン
ネル項目、ドラマのタイトルを表示するドラマタイトル項目、およびジャンルを表示する
ジャンル項目以外に、連続ドラマ仕分け項目、連続ドラマ仕分け機能をオン／オフするオ
ン／オフ項目、および連続ドラマは第何話であるかの数字情報を示す数字情報項目を追加
した電子番組表をディスプレイ装置に表示させる電子番組表表示手段と、前記電子番組表
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に示された前記オン／オフ項目のオンが選択されて連続ドラマ仕分け機能がオンされ、当
該連続ドラマは第何話であるかの数字情報が前記数字情報項目に入力され、当該連続ドラ
マが記録された後、または前記連続ドラマ仕分け機能がオフのまま、当該テレビ番組が記
録された後、前記連続ドラマ仕分け機能で取られたファイルが有るか否かを判定するファ
イル有無判定手段と、前記ファイルが無いと判定された場合に、当該テレビ番組をジャン
ル分けで仕分けするジャンル分け仕分け手段と、前記ファイルが有ると判定された場合に
、当該ドラマは以前に連続ドラマ仕分け機能で取られたドラマであるか否かを判定するド
ラマ判定手段と、当該ドラマは以前に連続ドラマ仕分け機能で取られたドラマであると判
定された場合に、当該ドラマはメモリに格納されている連続ドラマの第何話であるかの数
字情報を示す前記数字情報項目の数字情報をインクリメントして更新する第１の数字情報
項目更新手段と、前記第何話であるかを最新の名前にしてドラマ名の付いたフォルダに当
該ドラマのファイルを格納する第１のフォルダ格納手段と、当該ドラマは以前に連続ドラ
マ仕分け機能で取られたドラマでないと前記ドラマ判定手段により判定された場合に、当
該ドラマはメモリに格納されている連続ドラマの第何話であるかの数字情報を示す前記数
字情報項目の数字情報をインクリメントして更新する第２の数字情報項目更新手段と、こ
の第２の数字情報項目更新手段により第何話であるかの数字情報が更新された後、同一ド
ラマタイトルのフォルダが有るか否かを判定するフォルダ有無判定手段と、前記同一ドラ
マタイトルのフォルダが有ると判定された場合に、フォルダを作成せずに第何話であるか
の数字情報を付けて前記同一ドラマタイトルのフォルダに当該ドラマのファイルを格納す
る第２のフォルダ格納手段と、前記同一ドラマタイトルのフォルダが無いと判定された場
合に、フォルダを作成して第何話であるかの数字情報を付けて前記作成したフォルダに当
該ドラマのファイルを格納する第３のフォルダ格納手段とを有し、また、毎週予約記録す
る場合は、予約時にメモリに予め記憶された同じ曜日と同じチャンネルと放送時刻の情報
に従って当該番組の記録を開始させる予約記録開始手段を有する制御部を備えたことを特
徴とするハードディスク記録再生装置を提供する。
【００１２】
　この構成において、連続ドラマ仕分け機能で取られたファイルが有るか否かがファイル
有無判定手段により判定され、連続ドラマ仕分け機能で取られたファイルが無いと判定さ
れた場合には、当該テレビ番組がジャンル分け仕分け手段によりジャンル分けで仕分けさ
れるが、連続ドラマ仕分け機能で取られたファイルが有ると判定された場合には、当該ド
ラマは以前に連続ドラマ仕分け機能で取られたドラマであるか否かがドラマ判定手段によ
り判定される。
【００１３】
　当該ドラマは以前に連続ドラマ仕分け機能で取られたドラマであると判定された場合に
は、数字情報項目の数字情報が第１の数字情報項目更新手段によりインクリメントされて
更新される。この後、前記第何話であるかを最新の名前にしてドラマ名の付いたフォルダ
に、当該ドラマのファイルが第１のフォルダ格納手段により格納される。
【００１４】
　一方、当該ドラマは以前に連続ドラマ仕分け機能で取られたドラマでないと判定された
場合には、数字情報項目の数字情報が第２の数字情報更新手段によりインクリメントされ
て更新される。この第２の数字情報項目更新手段により第何話であるかの数字情報が更新
された後、同一ドラマタイトルのフォルダが有るか否かがフォルダ有無判定手段により判
定される。
【００１５】
　前記同一ドラマタイトルのフォルダが有ると判定された場合には、第２のフォルダ格納
手段により、フォルダが作成されずに第何話であるかの数字情報が付けられ、前記同一ド
ラマタイトルのフォルダに当該ドラマのファイルが格納される。前記同一ドラマタイトル
のフォルダが無いと判定された場合には、フォルダが作成され、第何話であるかの数字情
報が付けられ、前記作成したフォルダに当該ドラマのファイルが格納される。
【００１６】
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　なお、毎週予約記録する場合は、予約時にメモリに予め記憶された同じ曜日と同じチャ
ンネルと放送時刻の情報に従って当該番組の記録が予約記録開始手段により開始される。
これにより、毎週予約しなくても自動的に同じ曜日、同じチャンネルで、同じ放送時刻か
ら記録を始めることができる。例えば、１日１ドラマとして週で７個のドラマを７個のフ
ォルダにそれぞれ格納することができる。
【００１７】
　この構成によれば、同じドラマのファイルを同じフォルダに仕分ける作業を自動的に行
える機能を実現でき、これにより、ユーザは、何話も続く連続ドラマを記録予約する際に
、電子番組表で連続仕分け機能をオンさせる操作と、第何話かを示す数字を入力する操作
とを行うだけで良いので、ファイルの仕分け作業に取られる時間が不要になり、ユーザに
とっては使い勝手が良くなる。また、今後記録した同タイトルのドラマは同じフォルダ内
に格納されることにより、沢山のドラマを記録して何日も経ってもから視聴する人にとっ
ては、ファイルを探す手間が省ける。また、ハードディスク内のファイルの整理もされる
ので、ユーザがハードディスク内のファイルの整理を行う操作も不要になる。
【００１８】
　また、上記目的を達成するために、本発明のハードディスク記録再生装置は、ハードデ
ィスクに対して情報の記録／再生を行うハードディスク記録再生装置において、テレビ番
組の放送日付を表示する日付項目、放送時刻を表示する時刻項目、チャンネルを表示する
チャンネル項目、ドラマのタイトルを表示するドラマタイトル項目、およびジャンルを表
示するジャンル項目以外に、連続ドラマ仕分け項目、連続ドラマ仕分け機能をオン／オフ
するオン／オフ項目、および連続ドラマは第何話であるかの数字情報を示す数字情報項目
を追加した電子番組表をディスプレイ装置に表示させる電子番組表表示手段と、前記電子
番組表に示された前記オン／オフ項目のオンが選択されて連続ドラマ仕分け機能がオンさ
れ、当該連続ドラマは第何話であるかの数字情報が前記数字情報項目に入力され、当該連
続ドラマが記録された後、または前記連続ドラマ仕分け機能がオフのまま、当該テレビ番
組が記録された後、前記連続ドラマ仕分け機能で取られたファイルが有るか否かを判定す
るファイル有無判定手段と、前記ファイルが無いと判定された場合に、当該テレビ番組を
ジャンル分けで仕分けするジャンル分け仕分け手段と、前記ファイルが有ると判定された
場合に、当該ドラマは以前に連続ドラマ仕分け機能で取られたドラマであるか否かを判定
するドラマ判定手段と、当該ドラマは以前に連続ドラマ仕分け機能で取られたドラマであ
ると判定された場合に、当該ドラマはメモリに格納されている連続ドラマの第何話である
かの数字情報を示す前記数字情報項目の数字情報をインクリメントして更新する第１の数
字情報項目更新手段と、前記第何話であるかを最新の名前にしてドラマ名の付いたフォル
ダに当該ドラマのファイルを格納する第１のフォルダ格納手段と、当該ドラマは以前に連
続ドラマ仕分け機能で取られたドラマでないと前記ドラマ判定手段により判定された場合
に、当該ドラマはメモリに格納されている連続ドラマの第何話であるかの数字情報を示す
前記数字情報項目の数字情報をインクリメントして更新する第２の数字情報項目更新手段
と、この第２の数字情報項目更新手段により第何話であるかの数字情報が更新された後、
同一ドラマタイトルのフォルダが有るか否かを判定するフォルダ有無判定手段と、前記同
一ドラマタイトルのフォルダが有ると判定された場合に、フォルダを作成せずに第何話で
あるかの数字情報を付けて前記同一ドラマタイトルのフォルダに当該ドラマのファイルを
格納する第２のフォルダ格納手段と、前記同一ドラマタイトルのフォルダが無いと判定さ
れた場合に、フォルダを作成して第何話であるかの数字情報を付けて前記作成したフォル
ダに当該ドラマのファイルを格納する第３のフォルダ格納手段とを有する制御部を備えた
ことを特徴とするハードディスク記録再生装置を提供する。
【００１９】
　この構成において、テレビ番組の放送日付を表示する日付項目、放送時刻を表示する時
刻項目、チャンネルを表示するチャンネル項目、ドラマのタイトルを表示するドラマタイ
トル項目、およびジャンルを表示するジャンル項目以外に、連続ドラマ仕分け項目、連続
ドラマ仕分け機能をオン／オフするオン／オフ項目、および連続ドラマは第何話であるか
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の数字情報を示す数字情報項目を追加した電子番組表がディスプレイ装置に表示され、前
記電子番組表に示された前記オン／オフ項目のオンが選択されて連続ドラマ仕分け機能が
オンされ、当該連続ドラマは第何話であるかの数字情報が前記数字情報項目に入力され、
当該連続ドラマが記録された後、ドラマタイトルをフォルダ名とするフォルダに当該連続
ドラマが格納される。
【００２０】
　この構成によれば、同じドラマのファイルを同じフォルダに仕分ける作業を自動的に行
える機能を実現でき、これにより、ユーザは、何話も続く連続ドラマを記録予約する際に
、電子番組表で連続仕分け機能をオンさせる操作と、第何話かを示す数字を入力する操作
とを行うだけで良いので、ファイルの仕分け作業に取られる時間が不要になり、ユーザに
とっては使い勝手が良くなる。また、今後記録した同タイトルのドラマは同じフォルダ内
に格納されることにより、沢山のドラマを記録して何日も経ってもから視聴する人にとっ
ては、ファイルを探す手間が省ける。また、ハードディスク内のファイルの整理もされる
ので、ユーザがハードディスク内のファイルの整理を行う操作も不要になる。
【発明の効果】
【００２４】
　以上のように本発明によれば、テレビ番組の放送日付を表示する日付項目、放送時刻を
表示する時刻項目、チャンネルを表示するチャンネル項目、ドラマのタイトルを表示する
ドラマタイトル項目、およびジャンルを表示するジャンル項目以外に、連続ドラマ仕分け
項目、連続ドラマ仕分け機能をオン／オフするオン／オフ項目、および連続ドラマは第何
話であるかの数字情報を示す数字情報項目を追加した電子番組表をディスプレイ装置に表
示させる電子番組表表示手段と、前記電子番組表に示された前記オン／オフ項目のオンが
選択されて連続ドラマ仕分け機能がオンされ、当該連続ドラマは第何話であるかの数字情
報が前記数字情報項目に入力され、当該連続ドラマが記録された後、または前記連続ドラ
マ仕分け機能がオフのまま、当該テレビ番組が記録された後、前記連続ドラマ仕分け機能
で取られたファイルが有るか否かを判定するファイル有無判定手段と、前記ファイルが無
いと判定された場合に、当該テレビ番組をジャンル分けで仕分けするジャンル分け仕分け
手段と、前記ファイルが有ると判定された場合に、当該ドラマは以前に連続ドラマ仕分け
機能で取られたドラマであるか否かを判定するドラマ判定手段と、当該ドラマは以前に連
続ドラマ仕分け機能で取られたドラマであると判定された場合に、当該ドラマはメモリに
格納されている連続ドラマの第何話であるかの数字情報を示す前記数字情報項目の数字情
報をインクリメントして更新する第１の数字情報項目更新手段と、前記第何話であるかを
最新の名前にしてドラマ名の付いたフォルダに当該ドラマのファイルを格納する第１のフ
ォルダ格納手段と、当該ドラマは以前に連続ドラマ仕分け機能で取られたドラマでないと
前記ドラマ判定手段により判定された場合に、当該ドラマはメモリに格納されている連続
ドラマの第何話であるかの数字情報を示す前記数字情報項目の数字情報をインクリメント
して更新する第２の数字情報項目更新手段と、この第２の数字情報項目更新手段により第
何話であるかの数字情報が更新された後、同一ドラマタイトルのフォルダが有るか否かを
判定するフォルダ有無判定手段と、前記同一ドラマタイトルのフォルダが有ると判定され
た場合に、フォルダを作成せずに第何話であるかの数字情報を付けて前記同一ドラマタイ
トルのフォルダに当該ドラマのファイルを格納する第２のフォルダ格納手段と、前記同一
ドラマタイトルのフォルダが無いと判定された場合に、フォルダを作成して第何話である
かの数字情報を付けて前記作成したフォルダに当該ドラマのファイルを格納する第３のフ
ォルダ格納手段とを有し、また、毎週予約記録する場合は、予約時にメモリに予め記憶さ
れた同じ曜日と同じチャンネルと放送時刻の情報に従って当該番組の記録を開始させる予
約記録開始手段を有する制御部を備えたので、同じドラマのファイルを同じフォルダに仕
分ける作業を自動的に行える機能を実現でき、これにより、ユーザは、何話も続く連続ド
ラマを記録予約する際に、電子番組表で連続仕分け機能をオンさせる操作と、第何話かを
示す数字を入力する操作とを行うだけで良く、ファイルの仕分け作業に取られる時間が不
要になり、ユーザにとっては使い勝手が良くなる。また、今後記録した同タイトルのドラ



(8) JP 4577078 B2 2010.11.10

10

20

30

40

50

マは同じフォルダ内に格納されることにより、沢山のドラマを記録して何日も経ってもか
ら視聴する人にとっては、ファイルを探す手間が省ける。また、ハードディスク内のファ
イルの整理もされるので、ユーザがハードディスク内のファイルの整理を行う操作も不要
になる。
【００２５】
　また、本発明によれば、テレビ番組の放送日付を表示する日付項目、放送時刻を表示す
る時刻項目、チャンネルを表示するチャンネル項目、ドラマのタイトルを表示するドラマ
タイトル項目、およびジャンルを表示するジャンル項目以外に、連続ドラマ仕分け項目、
連続ドラマ仕分け機能をオン／オフするオン／オフ項目、および連続ドラマは第何話であ
るかの数字情報を示す数字情報項目を追加した電子番組表をディスプレイ装置に表示させ
、前記電子番組表に示された前記オン／オフ項目のオンが選択されて連続ドラマ仕分け機
能がオンされ、当該連続ドラマは第何話であるかの数字情報が前記数字情報項目に入力さ
れ、当該連続ドラマが記録された後、ドラマタイトルをフォルダ名とするフォルダに当該
連続ドラマを格納するように制御を行う制御部を備えたので、同じドラマのファイルを同
じフォルダに仕分ける作業を自動的に行える機能を実現でき、これにより、ユーザは、何
話も続く連続ドラマを記録予約する際に、電子番組表で連続仕分け機能をオンさせる操作
と、第何話かを示す数字を入力する操作とを行うだけで良く、ファイルの仕分け作業に取
られる時間が不要になり、ユーザにとっては使い勝手が良くなる。また、今後記録した同
タイトルのドラマは同じフォルダ内に格納されることにより、沢山のドラマを記録して何
日も経ってもから視聴する人にとっては、ファイルを探す手間が省ける。また、ハードデ
ィスク内のファイルの整理もされるので、ユーザがハードディスク内のファイルの整理を
行う操作も不要になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、添付図面を参照しつつ、本発明の実施の形態について説明する。図１は本発明の
一実施形態に係るハードディスク記録再生装置の構成を示すブロック図である。
【００２７】
　このハードディスク記録再生装置は、テレビ放送の映像音声信号を受信して選局するチ
ューナを有する受信部１、受信部１からのアナログ映像音声信号のうちアナログ映像信号
をデジタル映像信号に変換するＡ／Ｄ変換部２、外部から入力されてくるアナログ映像信
号をデジタル映像信号に変換するＡ／Ｄ変換部３、これらＡ／Ｄ変換部２，３で変換され
たデジタル映像信号をＭＰＥＧ方式で圧縮処理する圧縮処理部４、圧縮処理された映像デ
ータをハードディスクに記録（録画）するＨＤＤ（ハードディスクドライブ）５、および
ＨＤＤ５から読み出した（再生した）映像データを元の映像データに復元する伸張処理部
６を備えている。
【００２８】
　また、このハードディスク記録再生装置は、復元した映像データをデジタル信号からア
ナログ信号に変換するＤ／Ａ変換部７、このＤ／Ａ変換部７によりアナログ信号に変換さ
れた映像データを画面表示するディスプレイ装置８、圧縮処理時や伸張処理時に映像デー
タを一旦格納するバッファとしてのＲＡＭ９、装置全体の動作を制御する制御部１０、こ
の制御部１０に各種キー操作信号を入力するキー入力部１１、各種キー操作信号を受信す
るキー受信部１２、各種キー操作を行うリモコン１３、および制御部１０の処理に必要な
プログラムやデータなどが記憶されたフラッシュＲＯＭ１４を含み構成されている。
【００２９】
　制御部１０は、本実施形態の特徴とする構成要素して、テレビ番組の放送日付を表示す
る日付項目、放送時刻を表示する時刻項目、チャンネルを表示するチャンネル項目、ドラ
マのタイトルを表示するドラマタイトル項目、およびジャンルを表示するジャンル項目以
外に、連続ドラマ仕分け項目、連続ドラマ仕分け機能をオン／オフするオン／オフ項目、
および連続ドラマは第何話であるかの数字情報を示す数字情報項目を追加した電子番組表
をディスプレイ装置８に表示させる電子番組表表示手段を有している。
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【００３０】
　また、制御部１０は、前記電子番組表に示された前記オン／オフ項目のオンが選択され
て連続ドラマ仕分け機能がオンされ、当該連続ドラマは第何話であるかの数字情報が前記
数字情報項目に入力され、当該連続ドラマが記録された後、または前記連続ドラマ仕分け
機能がオフのまま、当該テレビ番組が記録された後、前記連続ドラマ仕分け機能で取られ
たファイルが有るか否かを判定するファイル有無判定手段と、前記ファイルが無いと判定
された場合に、当該テレビ番組をジャンル分けで仕分けするジャンル分け仕分け手段と、
前記ファイルが有ると判定された場合に、当該ドラマは以前に連続ドラマ仕分け機能で取
られたドラマであるか否かを判定するドラマ判定手段とを有している。
【００３１】
　また、制御部１０は、当該ドラマは以前に連続ドラマ仕分け機能で取られたドラマであ
ると判定された場合に、当該ドラマはフラッシュＲＯＭ１４に格納されている連続ドラマ
の第何話であるかの数字情報を示す前記数字情報項目の数字情報をインクリメントして更
新する第１の数字情報項目更新手段と、前記第何話であるかを最新の名前にしてドラマ名
の付いたフォルダに当該ドラマのファイルを格納する第１のフォルダ格納手段と、当該ド
ラマは以前に連続ドラマ仕分け機能で取られたドラマでないと前記ドラマ判定手段により
判定された場合に、当該ドラマはフラッシュＲＯＭ１４に格納されている連続ドラマの第
何話であるかの数字情報を示す前記数字情報項目の数字情報をインクリメントして更新す
る第２の数字情報項目更新手段とを有している。
【００３２】
　また、制御部１０は、前記第２の数字情報項目更新手段により第何話であるかの数字情
報が更新された後、同一ドラマタイトルのフォルダが有るか否かを判定するフォルダ有無
判定手段と、前記同一ドラマタイトルのフォルダが有ると判定された場合に、フォルダを
作成せずに第何話であるかの数字情報を付けて前記同一ドラマタイトルのフォルダに当該
ドラマのファイルを格納する第２のフォルダ格納手段と、前記同一ドラマタイトルのフォ
ルダが無いと判定された場合に、フォルダを作成して第何話であるかの数字情報を付けて
前記作成したフォルダに当該ドラマのファイルを格納する第３のフォルダ格納手段とを有
している。
【００３３】
　図２は本実施形態においてディスプレイ装置８に表示される電子番組表（ＥＰＧ）上の
番組予約表示画面の一例を示す図である。この番組予約表示画面２０においては、テレビ
番組の放送日付を表示する日付項目２１、放送時刻を表示する時刻項目２２、チャンネル
（ｃｈ）を表示するチャンネル項目２３、ドラマのタイトルを表示するドラマタイトル項
目２４、ジャンルを表示するジャンル項目２５、連続ドラマ仕分け項目２６、連続ドラマ
仕分け機能をオン／オフするオン／オフ項目２７、および連続ドラマは第何話であるかの
数字情報を示す数字情報項目２８が表示されている。
【００３４】
　図３は本実施形態におけるリモコンの要部キーの配置を示す図である。図３に示すよう
に、リモコン１３は、録画メニュー画面または再生メニュー画面を選択するための選択キ
ー１３ａと、録画メニュー画面または再生メニュー画面から各種の操作を行うナビゲーシ
ョンキー１３ｂとを備えている。このナビゲーションキー１３ｂは、ディスプレイ装置８
の画面に表示されるカーソルを上下左右に移動させることにより表示されているジョブを
選択するための移動キー１３ｂ１，１３ｂ２，１３ｂ３，１３ｂ４と、これら移動キー１
３ｂ１，１３ｂ２，１３ｂ３，１３ｂ４の中央に位置する各種選択操作内容の決定機能を
有する決定キー１３ｂ５とから構成される。なお、リモコン１３には、これらのキー以外
に各種機能キーが設けられているが、ここでは図示を省略している。
【００３５】
　図４は本実施形態において連続ドラマ仕分け機能の処理を説明するためのフローチャー
トである。このフローチャートおよび図１～図３を参照して連続ドラマ仕分け機能の処理
について説明する。
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【００３６】
　ある連続ドラマを記録（録画）する場合、ＥＰＧ（電子番組表）で番組予約する番組予
約画面２０を、制御部１０の電子番組表表示手段の処理によりディスプレイ装置８に表示
させ、この表示されたＥＰＧで連続ドラマ仕分け機能のオン／オフを選択できるようにす
る。リモコン１３のナビゲーションキー１３ｂを操作して番組予約画面２０上のオン／オ
フ項目２７のオン／オフをオンに決定して、連続ドラマ仕分け機能をオンにした場合は、
続けて当該連続ドラマは第何話であるかを示す数字情報を数字情報項目２８に登録する。
【００３７】
　このように番組予約画面２０に示されたオン／オフ項目２７のオンが選択されて連続ド
ラマ仕分け機能がオンされ、当該連続ドラマは第何話であるかの数字情報が数字情報項目
２８に入力され、当該連続ドラマが記録された後、または前記連続ドラマ仕分け機能がオ
フのまま、当該テレビ番組が記録された後、フローチャートで示す処理に移る。
【００３８】
　この連続ドラマ仕分け機能を用いて記録（録画）された番組（ドラマ）は、番組タイト
ル（ドラマタイトル）をフォルダ名とするフォルダに自動的に格納され、記録されたファ
イル名は、例えば第一話であれば、“一話”というファイル名になる。同一タイトルであ
れば、最初に連続ドラマ仕分けで第何話かの数字を入力しておけば、自動的にファイル名
が付くようになる。
【００３９】
　先ず、制御部１０のファイル有無判定手段は、連続ドラマ仕分け機能で取られたファイ
ルが有るか否かを判定する（ステップＳ１）。このファイル有無の判定は、連続ドラマ仕
分け機能で取られたファイルが有る場合は、ファイル有無フラグが論理「１」に設定され
、連続ドラマ仕分け機能で取られたファイルが無い場合はファイル有無フラグが論理「０
」に設定されるので、そのフラグの値を検出することによって判別することができる。そ
して、連続ドラマ仕分け機能で取られたファイルが無いと判定された場合には、制御部１
０のジャンル分け仕分け手段は、当該テレビ番組をジャンル分けで仕分けする（ステップ
Ｓ５）。
【００４０】
　連続ドラマ仕分け機能で取られたファイルが有ると判定された場合には、制御部１０の
ドラマ判定手段は、当該ドラマは以前に連続ドラマ仕分け機能で取られたドラマであるか
否かを判定する（ステップＳ２）。当該ドラマは以前に連続ドラマ仕分け機能で取られた
ドラマであると判定された場合には、制御部１０の第１の数字情報項目更新手段は、前記
ドラマはフラッシュＲＯＭ１４に格納されている連続ドラマの第何話であるかの数字情報
を示す数字情報項目２８の数字情報をインクリメントして更新する（ステップＳ３）。こ
の後、制御部１０の第１のフォルダ格納手段は、前記第何話であるかを最新の名前にして
ドラマ名の付いたフォルダに、当該ドラマのファイルを格納する（ステップＳ４）。
【００４１】
　一方、ステップＳ２において、当該ドラマは以前に連続ドラマ仕分け機能で取られたド
ラマでないと判定された場合には、制御部１０の第２の数字情報更新手段は、当該ドラマ
はフラッシュＲＯＭ１４に格納されている連続ドラマの第何話であるかの数字情報を示す
前記数字情報項目の数字情報をインクリメントして更新する（ステップＳ６）。この第２
の数字情報項目更新手段により第何話であるかの数字情報が更新された後、制御部１０の
フォルダ有無判定手段は、同一ドラマタイトルのフォルダが有るか否かを判定する（ステ
ップＳ７）。
【００４２】
　前記同一ドラマタイトルのフォルダが有ると判定された場合に、制御部１０の第２のフ
ォルダ格納手段は、フォルダを作成せずに、第何話であるかの数字情報を付けて、前記同
一ドラマタイトルのフォルダに当該ドラマのファイルを格納する（ステップＳ８）。前記
同一ドラマタイトルのフォルダが無いと判定された場合には、フォルダを作成して第何話
であるかの数字情報を付けて前記作成したフォルダに当該ドラマのファイルを格納する（
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【００４３】
　なお、毎週予約記録する場合は、制御部１０の予約記録開始手段は、予約時にフラッシ
ュＲＯＭ１４に予め記憶された同じ曜日と同じチャンネルと放送時刻の情報に従って当該
番組の記録を開始させる。これにより、毎週予約しなくても自動的に同じ曜日、同じチャ
ンネルで、同じ放送時刻から記録を始めることができる。例えば１日１ドラマとして週で
７個のドラマを７個のフォルダにそれぞれ格納することができる。
【００４４】
　以上説明したように本実施形態によれば、同じドラマのファイルを同じフォルダに仕分
ける作業を自動的に行える機能を実現でき、これにより、ユーザは、何話も続く連続ドラ
マを記録予約する際に、電子番組表で連続仕分け機能をオンさせる操作と、第何話かを示
す数字を入力する操作とを行うだけで良く、ファイルの仕分け作業に取られる時間が不要
になり、ユーザにとっては使い勝手が良くなる。また、今後記録した同タイトルのドラマ
は同じフォルダ内に格納されることにより、沢山のドラマを記録して何日も経ってもから
視聴する人にとっては、ファイルを探す手間が省ける。また、ハードディスク内のファイ
ルの整理もされるので、ユーザがハードディスク内のファイルの整理を行う操作も不要に
なる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の一実施形態に係るハードディスク記録再生装置の構成を示すブロック図
である。
【図２】前記実施形態においてディスプレイ装置に表示される電子番組表上の番組予約表
示画面の一例を示す図である。
【図３】前記実施形態におけるリモコンの要部キーの配置を示す図である。
【図４】前記実施形態において連続ドラマ仕分け機能の処理を説明するためのフローチャ
ートである。
【符号の説明】
【００４６】
　８　　ディスプレイ装置
　１０　　制御部（電子番組表表示手段、ファイル有無判定手段、ジャンル分け仕分け手
段、ドラマ判定手段、第１の数字情報項目更新手段、第１のフォルダ格納手段、第２の数
字情報項目更新手段、フォルダ有無判定手段、第２のフォルダ格納手段、第３のフォルダ
格納手段）
　１４　　フラッシュＲＯＭ（メモリ）
　２０　　電子番組表上の番組予約表示画面
　２１　　日付項目
　２２　　時刻項目
　２３　　チャンネル項目
　２４　　ドラマタイトル項目
　２５　　ジャンル項目
　２６　　連続ドラマ仕分け項目
　２７　　オン／オフ項目
　２８　　数字情報項目
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